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公募により２人の方が市民記者（カメラマン）に選ばれました。
まちの身近な話題をカメラに収め、『広報たかはま』などの広報媒体
に写真を提供いただきます。
市民記者として活動する際は、専用の「広報」腕章を付けていますの
で、市内のイベントなどで見かけた際には、取材活動にご協力をお願い
します。

市民記者（カメラマン）決まりました。

翼公民館と翼まちづくり協議会の統合により、これまで公民館事業として実施していた夏祭りの行事
などを翼まちづくり協議会が実施することとなり、より一層の地域交流や世代間交流の場の創出をめざ
した夏祭りとするため、運営に必要な音響機材などの資機材を宝くじの助成金で整備しました。
これは、一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収
入を財源として実施している「平成30年度コミュニティ助成事業（一般コミュニティ助成事業）」に
よるものです。

「宝くじ助成事業」コミュニティ活動備品の整備

村松 輝一 さん 廣田 久雄 さん

カラオケシステム　………　１式

発電機　……………………　１台

音響機材　…………………　１式

整備備品一覧
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南海トラフ地震を想定した防災訓練が、市内各地でおこなわれました。
災害時のとくに初動時（災害が発生した直後）には「自助」「共助」の取組みが重要です。
今一度、災害時の避難場所や、安全な避難経路などを家族で話し合ってみてください。

9月2日（日）総合防災訓練

地図を使っ▶
た住民の安
否確認

▲避難所での感染予防も重要

▲毛布を使って簡易の担架を作成

▲防災無線で市内の被害状況を報告

◀在宅者が無事なこと
を知らせるタオルか
けで、地域全体の安
否確認の時間を短縮

中学生の伝令係が市
▼役所に報告

▲地震の揺れから
身を守るための
シェイクアウト
訓練

▲いざというときの応急手当を学ぶ


